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「旭川さくらみち」（浜樋門から上流区間）の堤防断面の拡

大等により、桜の植え替え、保全ができるようになります。

お知らせ
平成２７年 ３月１８日

 岡山河川事務所では、今年度から来年度にかけて「旭川さくらみち」（相

生橋から上流約 700m 区間）の老朽化した桜の植え替え、保全ができるよ

うにするための護岸工事を実施しています。  

上記工事に引き続き、浜樋門より上流区間のうち、河川堤防断面が不足等

している区間の堤防断面の拡大を実施し、桜の植え替え、保全ができるよう

にします。(別添資料を参照) 

また今後は、岡山市が桜の管理主体となり、地域関係者とともに桜の管理、

保全等を継続的に行っていくことになります。 

本内容の詳細については、下記「第 2 回 旭川かわまちづくり計画事業

推進会議」で説明しますのでお知らせします。 

第2回 旭川かわまちづくり計画事業推進会議 

日時：平成27年3月１９日（木） 

会議（１４：００～１５：３０予定） 

現場視察（１６：００～１７：００予定） 
（別添位置図参照） 
※時間は会議終了時間により早まる場合もあります。 

場所：岡山商工会議所3階会議室 

(問合せ先)国土交通省中国地方整備局 岡山河川事務所 
電話 ０８６－２２３－５１０１(代) 
(担当)副所長(技術) 庄司 俊介(内線２０４) 

管理第一課長 安達 淳 (内線３３１) 



「旭川さくらみち」事業位置図
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今年度工事を実施
（H27.3完了）

平成２８年度予定で事
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「旭川さくらみち」事業位置図 【別添位置図】
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今後、「旭川さくらみち」の桜の保全対策が完了すれば、全区間
で桜の植え替え等ができるようになります。

事業実施により桜の植え替え、保全ができる区間

現地状況の調査等により
堤防断面拡大等は不要と
判断（掘込河道区間）



「旭川さくらみち」有堤区間（浜樋門から上流区間）について

有堤区間（堤防背後の地盤高が低く、堤防の形状を呈してい
る区間）における堤防川側への植樹については、洪水時におい
て樹木が倒壊した場合、堤防を損傷することによって洪水被害
を拡大させる恐れがあることなどから、基本的には認められて
いない。

「旭川さくらみち」においては、浜樋門から上流区間のうち、
約１２０ｍ区間が有堤区間となっている。
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【国】
有堤区間における堤防断面の拡大を実施

河川堤防断面の堤内側の断面拡大
（別紙➀参照）
【岡山市】
桜の管理主体となり、地域関係者ととも
に桜の管理、保全を継続的に実施
（別紙②参照）

「旭川さくらみち」の特殊性、地域からの強い要望等
※「旭川さくらみち」の特殊性

・岡山市を代表する桜の名所
・観光地の後楽園に隣接する極めて重要な場所に位置
・良好な景観形成等の環境上の必要性が極めて高い

上記検討の結果、右記対策等の実施により今後も永続
的に桜の植え替え、保全ができると判断
(植樹基準の特例に準じた整理）

【浜樋門から上流区間（有堤区間）について】（経緯等）

国と市による桜を保全するための対策等
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度
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施
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洪水時における堤防の安全性、適切な植樹管理手法について
植樹基準(※別添参照）を踏まえた検討を実施
※主な検討内容

・堤防断面形状を詳細に把握するための現地調査、測量の実施
・桜の倒伏を考慮した堤防断面確保の検討
・堤防の浸透流解析・安定解析と断面設計
・今後の具体的な植樹管理の方法、植樹の方法の検討
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9 . 5 m 程度

現 道確保 幅 　 5 m

【参考】➀有堤区間（約120m)の堤防断面の拡大について

堤防断面の拡大

桜が倒れたときの処理作業用のスペー
ス等を堤防天端に確保

計画堤防断面内への桜の根の食
い込み幅分（W)を考慮し、川裏側
に堤防を拡幅

【標準横断図（イメージ）】

【河川堤防の断面拡大について】
下記条件を満足する対策を実施する。
・計画堤防断面の確保

桜の根系の計画堤防断面への食い込み幅分を堤内地側の盛土により確保する。
・桜倒伏時の対応スペースを天端に確保

桜が倒れたときの処理作業用のスペース等を堤防天端に確保する。

４

堤脚保護工
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①植樹位置の計画高水位から
の高さは1.2m以上、可能な限り
1.5m以上を確保する。

②植樹位置の護岸法肩から
の離れは1.5m以上を確保する。

③高木を植樹する場合は、耐風性樹
木とする。（ソメイヨシノは該当樹木）

④樹木周辺法面は張芝等の
法面保護工を実施する。

⑤樹木の根の計画堤防内への
侵入防止のため、計画堤防ライ
ンの前面に縁切り施設を設ける。

【参考】②桜の管理、植え替え時の対応について

５

【桜の管理、植え替え時の対応について】
岡山市が管理主体となり、地域関係者とともに継続的に下記内容について実施する。

（桜の管理）
樹木は岡山市が占用、維持管理を適切に実施（１回以上／年の点検）
異常（倒伏の危険性等）がある場合は速やかに対応。

（植え替え時の対応）※下図参照
主根が計画堤防断面に侵入しないよう植樹位置等の条件を設定し、更に縁切り施設(マット等）を設置。



【参考】植樹基準について

一 植樹は、護岸の高さが計画高水位以上の場合に限ること。

二 植樹を行った場合には、張芝等の法面保護工を実施すること。

三 超過洪水における流水の疎通と法面の安定にも配慮すること。

四 高木の植樹は、河岸法面肩より堤内側が河川管理用通路(兼用道路を含む)である場合に限ること。

五 植樹する高木は耐風性樹木であること。

六 高木の植樹は、樹木の主根が成木時においても護岸構造に支障を与えないよう、護岸法肩から必要な距離を離すこと。(ソメイ
ヨシノ:主根の水平の大きさ1.5m）

第七 掘込河道の河岸の植樹

植樹の条件(河川区域内における樹木の伐採・植樹基準)(抜粋）

第十五 特 例

次に掲げる植樹で、数値解析、水理模型実験等により治水上支障とならないと認められるものについては、この章の規定に係わらず
植樹することができるものとする。

一 洪水の流勢の緩和等の治水上の必要性から行う植樹

二 生態系の保全、良好な景観形成等の環境上の必要性から行う植樹

三 親水施設等の安全対策として行う低木の植樹

第八 堤防の裏小段における植樹の基準

堤防の裏小段に植樹する場合には,次に掲げる基準に適合するよう行うものとする。（一と二は省略）
三 植樹は、樹木の主根が成木時においても計画堤防(計画横断形の堤防に係る部分をいう、以下同じとする)内に入らないよう、裏
小段の堤防法尻沿いに必要な盛土を設けることとし、必要に応じ縁切り施設を設けて行うこと。この場合に水防活動等の支障となら
ないよう留意するとともに、盛土が堤防の安定性を損なわないものであること。

６


